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　本研究では，三豊市の地域性を検討するために，三豊市が成立するまでの半世紀にわたる旧町ごと
の農業生産の動向を，各種統計資料を利用して，野菜および果樹栽培から検討した．
　まず，部門別の農業粗生産額によれば，1970 年までは仁尾町と詫間町を除き，米が耕種の中では最
大であった．ところが，2004 年までには，ほとんどの町で野菜が耕種のうちで最大になった．その野
菜に関しては，早い時期に指定産地となったタマネギ，キュウリ，レタスの 3 品は，かつては大規模
に栽培されていたものの，栽培面積を大幅に減らした．それでも，この 3 品が 2004 年時点でも三豊
地域の主力野菜であった． 1960 年代後半から 70 年代初めにかけて，それまで栽培の少なかったハク
サイ，キュウリ，ホウレンソウ，キャベツなどが作付面積を増やしたように，この時期に野菜の作目
の多様化が進んだ．それ以降も，ニンニクやアスパラガスなどの普及が進んだが，栽培面積を維持で
きた作目はごく少数にとどまる．その例外が合併直前に急成長し，最大の作付面積を占めるようになっ
たブロッコリーであるが，これは三豊市域全体で栽培されたのではなく，ほぼ豊中町に限られた．
　果樹栽培に関しては，1970 年代に入るまで全ての町で温州ミカンの普及に努めたため，山地を中心
に広大なミカン園が開発された．ただし，平地が多い豊中町や三野町では拡大は限られた．一方，山
間地域を多く含む町では開発が進んだ．特に山本町や財田町では，気候を考慮しない無理な温州ミカ
ン園の開発もおこなわれた．その結果は，伐採や改植，あるいは廃園化によるブーム後の急激な結果
樹面積の減少であった．

1　はじめに

三豊市はどのような地域なのだろうか．もちろんどう見
えるのかは様々であり，三豊市のどの部分に注目するかに
よっても見え方は異なる．2006 年に 7 町が合併して成立
した三豊市は，海から山まで広い範囲を含む多様な場所で
もある．本稿では，農業生産の中でも野菜と果樹栽培を中
心に，三豊市の状況がどうなっているのかを，様々なデー
タに基づいて検討してゆこうと思う．そこでできるだけ客
観的なデータに基づいて，しかも一時点ではなく，ある程
度の時間の幅の中で実情を捉えることが必要になる．それ
は，現在の地域の姿が，過去の地域の積み重ねの上に成立
しているからにほかならない．

また，三豊市の農業を把握するためには，他の地域と比
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べてみることが役に立つと考えられる．そこで，かつての
三豊郡，すなわち今では観音寺市域に含まれる市町のデー
タを適宜参照する．なお，三豊市の西南部に位置する観音
寺市，大野原町，豊浜町は，三豊市よりも一足先の 2005
年に合併した．三豊市域内の差異もさることながら，実は，
農業の面からは，三豊市域と観音寺市域とでは大きく異な
ることがわかる．

農業に関しては様々な公のデータが収集・公開されてい
る．ここでは，2006（平成 18）年 1 月 1 日の三豊市の
誕生以前に関して，高瀬，山本，三野，豊中，詫間，仁尾，
財田の旧 7 町の主要農産物の情報を中国四国農政局の発
行した資料を基に分析する．中国四国農政局は，各県の農
業・作物に関する情報を年報として発行してきた．たとえ
ば，香川県については，中国四国農政局香川統計調査事務
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所編『香川農林水産統計年報』が発行されている．また，
そうした毎年の情報は累年統計として定期的にまとめられ
ている（たとえば，中国四国農政局香川統計情報事務所編 
1979；中国四国農政局香川統計情報事務所編 1988；中
国四国農政局香川統計情報事務所編 1998；中国四国農政
局三豊統計・情報センター編 2006 など）．さらに，これ
ら統計データの解釈の際には，適宜市町村史・誌も参照し
たい．

順序としては，まず地図を使って三豊市域の概略をみて
おく（2）．次いで，合併前の三豊市域における農業の全
般的な動向を検討する（3）．次にこの地域の野菜と果樹
栽培の重要性を検討し，その上で，野菜栽培の動向を三豊
市域全体で把握し，さらに各町の違いについて検討する

（4.1）．同様に，果樹栽培の動向についても検討をおこな
う（4.2）．

2　三豊市域の概要
2.1　三豊市の地形と農業

三豊市は，2006 年 1 月 1 日をもって 7 つの町が合併し
て成立した．実際，当時の市長も「七つの町が合併してで
きた三豊市だけに，市内でも自分が住んでいる旧町には詳
しくても，他の旧町の話題は全く初めてで知らないという
市民の方が多くいました…」（横山 2016: 188）と述べて
いるが，旧 7 町のそれぞれの地域の違いもさることながら，
一つの町内の自然的な要素の違いも人文社会的な違いも多
様である．

その点を確認するために，図 1 には 2015 年農林業セ
ンサスの水稲の作付面積（ha）を農業集落ごとに示した．
さらに三豊市域の DEM データと河川データを重ねてみた．
多様な地形が存在し，水稲は特に平野部で盛んに栽培され
ていることがわかる．もちろん丘陵や山地を多数の小規模
な河川が開削した狭い谷底平野が多数認められ，そこでも
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図 1 三豊市の農業集落ごとの稲の作付面積（2015 年）
出典：2015 年農林業センサス、国土地理院基盤地図情報 10 ｍメッシュ DEM および

国土数値情報河川データ（平成 18 年）より作成．



水稲作が盛んである．ただし，三豊市域は東隣の善通寺市
や多度津町，あるいは西隣の観音寺市と異なり，まとまっ
た広さの平地が少ない．実際，2020 年国勢調査の結果に
よれば，三豊市近隣の平野部の一部，すなわち善通寺市や
多度津町，観音寺市の中心部は人口集中地区に分類されて
いるが，三豊市域には人口集中地区は存在しない．

この地域のまとまった平野としては，いわゆる三豊平野
を挙げることができる．三豊平野は，北に流れ詫間港で海
に注ぐ高瀬川とその支流，および西に向かって流れる財田
川とその支流によって形成された平野である．なお，高瀬
川も財田川も 2 級河川である．財田川の最末端が観音寺
市にあたる．まとまった平野が少ない三豊市において例外
的に比較的広い平野がみられるのが，北部の三野町や東南
部の豊中町であり，ここに円グラフが濃密に分布している．
ただ，平野部では，耕地の多くが今では住宅地や道路に転
換されている．また，海岸部は人口改変地が多く，一部は
工場地帯になっている．

2.2　農業地域区分から見る三豊地域

三豊市の多様性を考えるために，先に農業区分をみてお
きたい．1970 年頃の香川県の農業地域区分では，財田町
と山本町は「農山村」に，それ以外の三豊郡の市町は「平
地農村」に区分されていた（農林省香川統計調査事務所編 
1970: 2）．後の農業地域区分では，財田町は「中間農業
地域」に区分され，平地農業地域と山間農業地域の中間に
位置づけられた．なお，三豊郡では，「都市的地域」に区
分された観音寺市と先の財田町を除くと，それ以外はすべ
て「平地農業地域」に区分された（中四国農政局香川統計
調査事務所編 1994: 3）．平地農業地域といっても旧町の
町境は山地や丘陵によって画されており，単純に平地農業
地域と一括できないのも確かである．また，現在，三豊市
では旧仁尾町，旧詫間町，旧財田町の範囲が過疎地域に指
定されている（三豊市 2021: 1）．

このように三豊市をとりまく状況は 7 つの町が合併し
たため，多様である．それは過去との比較あるいは統計で
確認できるのだろうか．三豊市で栽培される農作物を歴史
という縦軸と空間（７つの旧町）という横軸で理解するこ
とは，今後の三豊市の地域づくりや地域に根差した観光を
考える上でも重要と考える．そこで，以下に，1960 年代
から合併直前の 2004 年までの約 40 年間の三豊の農業の
変化と地域性を統計類から確認することにする．

3　農業の全般的な動向

3.1　農業粗生産額の部門別の推移

表 1 には，養蚕と畜産を除く，耕種の粗生産額を種別に
細分した（10 年ごとに示したが，2000 年については合
併前の 2004 年の数値を示した）．表の左側に粗生産額の
実数を，右側に耕種に占める各部門の割合を示した．これ
を基礎に，現在の三豊市域の農業の変化を把握する．

1970 年時点の粗生産額を確認すると，香川県全体では
米が最大のシェアを占めた．1970 年頃から減反政策が開
始されるが，まだ 1970 年時点では，現在の三豊市の範囲
についても米の生産額が，詫間町と仁尾町の 2 町を除く 5
町において最大である．ただ，この時点ですでに詫間町で
は野菜が，仁尾町は果樹が最大のシェアを占めていた．ま
た，三豊郡全体に広げれば，大野原町（現観音寺市）では
野菜が最大のシェアを持つようになっていた．

1970 ～ 80 年の 10 年間で，香川県全体の農業粗生産額
はほぼ倍増する．部門別では，特に野菜（2.4 倍）と花き（5.7
倍）の伸びが大きいのが特徴である．三豊市域の多くの町
では，この伸びを大きく上回った．野菜については，山
本町（5.6 倍）と仁尾町（5.3 倍）の伸びが大きい．1980
年になっても，香川県全体では米が最大の地位を占めるこ
とに変化はない．三豊市域でも米の地位の変化は少ないが，
詫間と仁尾の 2 町に加え，山本町も米が第 1 位ではなく
なる．一方，現在では観音寺市に合併された 1 市 2 町に
おいてはいずれも野菜の生産額が米を上回るようになり，
三豊市域に先んじて米からの転換が進んでいた．

次の 1980 ～ 90 年の 10 年間では，香川県全体の粗生
産額の合計にほぼ変化がない．ただし，野菜と花きがと
もに 10 年で 1.4 倍になっているように，作物の構成比率
が変化した．三豊市域で香川県全体の伸びを上回ったの
が，高瀬と仁尾の 2 町である．その高瀬町の伸びを引っ
張ったのが，野菜（1.5 倍），果樹（1.4 倍），花き（5.1 倍）
であり，高瀬町では野菜の粗生産額が米のそれを上回った．
1990 年になると，香川県全体でも野菜が米の生産額を上
回り，最大の品目に成長する．三豊市域では，いまだ三野
町と豊中町で米が最大のシェアを占めた．なお，三野と豊
中町は，先述したように三豊市のなかでも比較的広い平野
が広がる地域である．そして 2004 年になると，米が最大
なのは三野町のみになる． 

このように，観音寺市域に比べると遅れはしたが，三豊
市域においても 1990 年までには粗生産額でみれば，ほと
んどの町で第 1 位が野菜，第 2 位が米の順になった．そ
して，それに匹敵ないしは町によっては上回る粗生産額を
有するのが果樹部門である．そこで，本稿では，耕種の中
でも野菜と果樹の動向を以下で検討することにしたいと思
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う．
なお，表 1 にあるように畜産も町によっては重要である

が，本稿の検討からは省くことにする．また，三豊地域で
は戦前は養蚕に必要な桑畑も広い範囲を占めていたが，本

稿で対象とする時期にはすでに衰退していた．あるいは，
工芸作物に分類される葉タバコも町によっては非常に広い
作付面積を占め重要な換金作物だった時代もあるが，本稿
では分析からは省く．また，三豊市域の広大な山林は竹林
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表 1　三豊郡の市町別の部門別農業粗生産額の推移

出典：『香川農林水産統計』の各年度より作成．
注：2001 年から養蚕は畜産に分類されるようになったため , 単独の項目がなくなった .「x」は秘匿データ．



で占められているが，野菜に分類されるタケノコも同様に
ここでは省くことにする．

3.2　耕地面積の変化

耕地面積の変化についても検討しておこう．なお，畑耕
地面積は，普通畑と樹園地，牧草地の合計であるが，三豊
市域では牧草地はわずかしか存在しないため，グラフには
示さなかった．

図 2 には三豊郡の 10 年ごとの耕地面積の変化を掲げた．
これによれば，田の面積はいずれの市や町でも年を追うご
とに減少している．ただ，その減少は比較的緩やかであ
る．三豊市域内では，1970 年の田の面積の広さは，①高
瀬，②豊中，③山本，④三野，⑤財田，⑥詫間，⑦仁尾町
の順になるが，2004 年になってもこの順に変動はなかっ
た．面積が最大の高瀬町と最小の仁尾町では差は，15 倍
に及ぶ．

普通畑とは，野菜やイモ，豆類などが栽培される畑のこ
とであるが，1970 年時点では詫間町の面積が圧倒的な第
1 位を占めた．その詫間町では，1980 年以降著しい減少
を示すものの， 2004 年になっても三豊市域で最大の面積
を維持した．逆に，1970 年時点で，三豊市域で普通畑が
最も狭かったのが財田町で，2004 年になっても変わらず
最少だった．先に農業地域区分を確認したように財田町は
山がちであるため，谷底平野は水田になっており，自ずと
普通畑の面積は限定される．

樹園地の広さは，1970 年時点では①高瀬，②財田，③
仁尾，④山本，⑤豊中，⑥三野，⑦詫間町の順であった．
高瀬町では 1970 ～ 80 年の間に樹園地が 3 割以上増加
したものの，代わりに普通畑が 227ha から 88ha へと大
きく減じた．山本町でも普通畑の面積が 1970 ～ 80 年の
10 年で 3 分の１になり，代わりに樹園地の面積が伸びた．
樹園地は，仁尾町を除き全ての町で 1970 ～ 80 年の 10
年間で大なり小なり面積を増している．仁尾町にしてもわ
ずかに減じたにすぎない．そして，いずれの町において
も樹園地は 1980 年をピークとして減少に転じ，以後は著
しい減少を示す．その結果，仁尾町を除くすべての町で，
2004 年には 1980 年時点の面積の 2 分の 1 から 4 分の
1 になった．例外的に，仁尾町の減少は小幅で，1980 ～
2004 年の間に 3 割面積を減らしたにとどまった．これは
後述するように仁尾町が柑橘類の適地であるという地理的
な理由からに他ならない．換言すれば，仁尾町を含めすべ
ての町で温州ミカンによって山地を開拓して樹園地を広げ
たものの，ブームの終焉後はそれに代替する果樹を見つけ
ることができなかったことになる．

なお，耕地全体に占める田の比率を 1970 年と 2004 年
で比較してみると，7 町すべてが田のシェアを上昇させた．
特に三野と豊中の 2 町では 8 割を超えた．これは，田の
減少に比べて，普通畑と樹園地の減少のスピードが上回っ
た結果を示している．

一方，観音寺市域では，農業地域区分で都市的地域に区
分されていた観音寺市では田の面積が 1970 ～ 2004 年の
間に 3 割減るが，大野原と豊浜町ではそこまでの減少は
なかった．普通畑は，大野原町では，1970 ～ 90 年の間
で大幅に面積を増やしたものの，2000 年には大きく減少
した．これは同町で，野菜の粗生産額が大幅に上昇した時
期に当たる．樹園地については観音寺市と大野原町では著
しく減少した．つまり，果樹ではなく野菜に特化したこと
を示している．

この部分を小括しておくと，三豊市域の田の面積はいず
れの町でも減少はしたものの，比較的緩やかな減少にとど
まった．一方で，普通畑は 1970 年と比較すると，1980
年ないし 90 年に増加した町もみられたが，いずれの町で
も 2004 年までには大きく減少している．樹園地も 1970
～ 80 年の 10 年間で大幅に増加させた高瀬町，山本町，
財田町などでも，その後は大幅に減少している．これは統
計のみでは判断できないが，温州ミカンブームとその後の
豊作貧乏による転換や廃園，および生産者の高齢化などが
要因であると推測される．

4　野菜と果樹の動向
�4.1　野菜の動向

　 4.1.1　三豊地域全体の動向

まずは野菜の動向を作付面積の変化から検討することに
しよう．図 3 には指定野菜 14 品目の作付面積の変化をグ
ラフに示した．これを見ると，多くの品目の作付面積が低
位に固まっており，作付面積が広い品目は一部に限られる
ことがわかる．また，作付面積の広い品目についても変化
が激しいことがわかる．これらはどのような理由から生じ
たのだろうか．

結論から述べれば，作付面積は，指定野菜に指定される
か否かが左右したようである．1966 年に主要野菜の需給
安定のために，野菜生産出荷安定法が成立し，指定野菜価
格安定対策事業が実施されることになった．これは国，都
道府県，生産者の 3 者が資金を積み立てておき，豊作に
よる価格低落時には生産者への収入の補助金支払うという
制度である．この制度による指定野菜は，キャベツ，キュ
ウリ，ダイコン，トマト，ハクサイ，タマネギ（1966 年），
ニンジン，ネギ（1967 年），ナス（1968 年），レタス（1979
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図 2　三豊郡の市町別の耕地面積の推移
出典：表 1 と同じ．



年），ピーマン（1970 年），サトイモ，ホウレンソウ（1971
年），バレイショ（1972 年）と順次拡大し，今では 14 品
目になった（農畜産業振興機構 2011: 5）．ただし，三豊
市の場合は , 指定野菜のカバー率は低い．したがって，制
度自体よりも，全国的に流通量が多く，消費量も多い野菜
ということが生産者にとっては重要なのであろう．
　2022 年時点で三豊市では，春キャベツ，夏秋キュウリ，
冬春キュウリ，タマネギ，夏秋ナス，春ネギ，夏ネギ，秋
冬ネギ，春レタス，冬レタスの 6 種類 10 種別が野菜指定
産地に指定されている 1)．ただし，1976 年までに指定さ
れたのは 3 品目で，タマネギ（野菜指定産地名は「三豊」
2)）は 1966 年に，夏秋キュウリ（三豊西部）は 1970 年に，
冬レタス（三豊東部）は 1976 年にそれぞれ指定された（香
川県農林部園芸特産課編 1983: 58-59）. 

先述したように，この指定野菜 14 品目をグラフに示し
た（図 3）．やはり，早い時期に三豊が指定産地となった
タマネギ，キュウリ，レタスの 3 品は，合併直前の 2004
年時点になっても野菜の作付面積上位 1 ～ 3 位を占め，
変わらず重要品目である．一方，ダイコンは 1960 年代半
ばには作付面積がタマネギに次ぐ主力野菜であり，1967
年には一時的にタマネギを上回った．ところが，ダイコン
は指定産地にならなかったため急激に作付面積を減じ，主
力野菜の地位から脱落した 3)．また，バレイショにしても

1970 年代初めまでは生産量が多かったものの，その後に
減少し続けることになる．

早い時期に三豊が指定産地になったこの 3 品目の動向
を詳しく見ておきたい．元々最大の作付面積を占めてい
たタマネギについては，1980 年代に入ると減少に転じ，
2004 年にはピークの 3 分の 1 にまで減った．三豊地区で
は，タマネギは重量野菜であることと，高齢化が進んだこ
とがネックとなり，栽培面積が減少傾向になった（「農業
香川」1992 年 8 月号 : 19）. それでも主力野菜であるこ
とに変わりはない．

キュウリは，水田の転作の時期とも重なるが，指定産地
に選ばれてから急激に作付面積を拡大すると，1970 年代
初めにピークに達し，以後ほぼ 20 年にわたって安定した
作付面積を誇った．そして，1990 年代以降は作付面積が
ゆるやかに減少する．レタスも指定産地になる以前はほと
んど栽培されていなかったが，指定産地になるや作付面積
を伸ばした．1970 年代後半に一時期減少に転じたが，数
年で再び増加に転じ，キュウリの作付面積を抜いた．ただ，
三豊市域のレタス栽培も，現在の観音寺市域に比べると規
模が小さい．実際，2004 年のレタスの作付面積は，三豊
市域で最大の高瀬町であっても 42ha にすぎない．一方，
観音寺市域では一桁作付面積が大きく，観音寺市 296ha，
大野原町 501ha，豊浜町 176ha とレタス栽培に特化して
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図 3　三豊市域の指定野菜の栽培面積の推移
出典：中国四国農政局三豊統計・情報センター編（2006）より作成．



いることがわかる．ちなみに『新修大野原町誌』によれば，
大野原の野菜栽培の成功は「米以外の作物導入が昭和三十
年ごろから始まったことに，成功の原因がある」（新修大
野原町誌編さん委員会編 2005: 683）としている . また，
この時期は農業に積極的に取り組む若者が多く，これが数
年遅れていたら，高度経済成長期の農外収入に惹かれて農
業以外へ流れていっただろうとも回顧している．それでも，
レタス栽培に行き着くまでには試行錯誤が重ねられた（新
修大野原町誌編さん委員会編 2005: 683-4）．

2004 年時点の作付面積の上位は，①レタス，②タマネギ，
③キュウリ，④キャベツ，⑤ネギ，⑥バレイショ，⑦ホウ
レンソウの順になる．1965 年時点では，①タマネギ，②
ダイコン，③バレイショ，④サトイモ，⑤キャベツ，⑥ホ
ウレンソウ，⑦ナスの順であった．両年のリストには多少
の差があるが，これは 1960 年代後半から 70 年代初めに
かけて，それまで作付面積が少なかったハクサイ，キュウ
リ，ホウレンソウ，キャベツなどが作付面積を大きく増や
したからである．したがって，この時期が三豊市域におけ
る野菜の作目の多様化が開始された時期，すなわち野菜栽
培の大きな転換期であったことがわかる．ただ，作付面積
が拡大した品目の多くも一時的な拡大を示しただけでその
後は水準を維持できなかった．

次に，図 4 には先の 14 品目以外の主要な野菜の作付面
積を示した．こちらの作付面積のグラフにも大きな変化が
認められる．

1965 年時点である程度の作付面積があったのは，スイ
カ，サヤエンドウ，イチゴ，カボチャの 4 品である．そして，
カボチャを除くと，これらは 2004 年になっても作付面積
が上位に位置する品目である．ただし，いずれも作付面積
を減らしている．特に，イチゴは 1960 年代後半から急成
長し，ピークである 1973 年の 89ha に至った．ところが，
そこから減じ，1989 年以降は一段と減少し 2004 年には
14ha になった．なお，京阪神市場におけるイチゴの県別
販売シェアは，1988 年度までは香川県産が最大であった
が，1989 年に福岡県に抜かれた（「農業香川」1991 年 9
月号 : 42）．

図 4 では途中から統計にさまざまな品目が現れる．とく
にブロッコリーは，1988 年に統計に現れた時点ですでに
24ha の作付面積を誇っていた．1990 年代前半は 20 ～
30ha 前後で安定していたものの，90 年代末からさらに拡
大し，2004 年時点では先のレタスやタマネギの作付面積
を上回る三豊市を代表する野菜に短期間で成長した 4)．こ
のブロッコリーの前に急成長したのが，ニンニクやアスパ
ラガスである．ところが，この 2 品は 1980 年代の初めか
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図 4　三豊市域のその他の主要野菜の栽培面積の推移
出典：図 3 と同じ．



ら半ばにかけてピークを迎えるとそこから減少に転じた．
カリフラワーも 1970 年代半ばから順調に成長し，1988
年にはピークの 14ha に広がったものの翌年以降には統計
上はなくなった．

以上，さまざまな品目が栽培されはしたが，広く普及し
た品目はごく少数にとどまることがわかる．また作付面積
を拡大したブロッコリーのような一部の品目も，後述する
ように三豊市全域で普及したわけではなく，特定の地域で
盛んであることに注意が必要である．ただ，この野菜栽培
の多様性こそが後の産直市の成功につながるはずである
が，この点の検討は本稿の範囲を超える．

     4.1.2　野菜と果樹栽培の地域的な特化

ここまで，主要野菜の作付面積の動向を三豊市域全体で
確認してきた．ただ，野菜栽培は地域性がきわめて大きく，
三豊市域でもその違いは顕著である．そこで，三豊市の合
併前の旧町の野菜生産の相違を検討することにする．たと
えば，合併直前には最大の作付面積を占めるようになった
ブロッコリーにしても三豊市全域で栽培されているわけで
はなく，2004 年時点の全作付面積（109ha）中の 8 割ま
でを豊中町が占めた（後掲の表 2）．

まずは粗生産額に占める野菜と果樹部門の比率を検討す
ることで，三豊郡の旧市町のそれぞれの特徴を視覚的に把
握しておきたい．

図 5 には，縦軸に粗生産額全体に果樹が占める比率を，
横軸に粗生産額全体に占める野菜の比率を，町ごとに
1970，80，90，2004 年について示した（なお，詫間町

は 2004 年分のデータは秘匿データが多いため，2005 年
のそれを示した）．したがって，グラフの上部に位置する
のが果樹に特化した市町で，右手に位置するのは野菜に特
化した市町となる．7 つの町および現観音寺市域の 3 市町
を見ると，違いが大きいことが分かる．

1970 年時点では詫間町を除けば，総じて野菜の比率は
低かった．当時すでに野菜比率が 3 割を超えていた詫間
町は年を追って比率を下げた．これは表 1 を確認すれば
わかるように，花きが突出するようになったためである．
逆に，1970，80，90 年と野菜比率を上げ，その後 2004
年に減少したのが高瀬，三野，山本，財田の 4 町となる．
豊中町は，1970 年時点では粗生産額に占める野菜の比率
も果樹の比率もどちらも低く，特に野菜の比率は三豊市域
で最も低かった．そこから 10 年で，まず果樹の比率が高
まった．そして，1990 から 2004 年の期間に関しては，
果樹の比率を低下させたものの，野菜の比率が大幅に上昇
し，4 割に迫った．これは後述するように豊中町において
ちょうどブロッコリー栽培が急速に普及した時期に該当す
る．

この図で，果樹の比率が特別に高いのが仁尾町で，三豊
郡の中では特殊な位置にある．次第に果樹の比率を下げは
したが，2004 年でも果樹比率が 5 割を超えた．また，一
時的に野菜の比率が高まったものの，2004 年には旧に復
している．

観音寺市，大野原町，豊浜町の 3 市町すべてで，2004
年には野菜比率が 7 割を超え，野菜栽培への特化が著し
いことがわかる．香川県全体の野菜比率も年々増加して，
ついには 5 割近く（2004 年）に達し，香川県全体でも野
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図 5　三豊郡の各市町の野菜と果樹面積の比率の推移
出典：表 1 と同じ．



菜への特化が進んだことがわかる．他方，三豊市域ではこ
こまで野菜の水準が高い町は存在しない．また，香川県全
体の果樹比率は低調で，2004 年には１割になった．これ
に比べると，三豊市域では香川県全体や現在の観音寺市域
よりも果樹比率の高い町が多いのが特徴といえる．

   

　 4.1.3　野菜栽培の地域性

次に，作物の地域性を確認したい．表 2 には，2004 年
時点で作付面積の上位 15 作物の作付面積と第 1 位の町名
および作付面積を示した（表 2）．作付面積が第 1 位の町
を見ると，先に触れたブロッコリーやキャベツのように 8
割を超える作物もあれば，2 割強にとどまるバレイショま
で比率はさまざまであるが，総じて第 1 位の町の比率が 3
割を超えている．

表 2 では，高瀬町の名前が 15 品目中 10 品目にみられ
るように，作付面積の点では量の面でも種類の面でも高瀬
町が三豊市域の野菜栽培の中心地であることがわかる．実
際，三豊市内でも産直市は高瀬町内に集中しており，野菜
の栽培と販売が盛んな地区である．一方で，先の図 2 で
確認したように高瀬町は，三豊市域で最大の水田面積を有
しており，野菜に限らず農業全般が盛んである．

表 3 には，2004 年時点の作付面積上位の作物を 7 町ご
とに掲げた．先に触れた高瀬町では，作付面積の広い野菜
の種類が多く，第 5 位のスイカも 15ha と面積が広い．他
方，仁尾町ではこれといった面積の広い品目が見当たらな
い．他の町では，作付面積第 1 位の品目でこそ作付面積
が 10ha を超えているが，第 2 位以下の品目になると作付
面積は急に少なくなり，町ごとに特定の作物にある程度特
化していることがわかる．
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表 2　三豊市の主要野菜の作付面積（2004 年）

出典：図 3 と同じ．

表 3　作付面積の多い野菜上位 5 品目（2004 年）

注：複数の品目が書かれている場合は , 各品目の作付面積を示す . たとえば , 詫間町の 3 位の場合は，ダイコンとバレイショ
が各 2ha である .

出典：図 3 と同じ．



ここでの各町からの検討からわかった点を簡単にまとめ
ておこう．要するに，合併直前では，ブロッコリーという
新しい野菜が急速に作付面積を伸ばしたが，それは三豊全
体ではなく，豊中町域に限られた．この新しい作物の普及
により豊中町では，生産額に占める野菜の比率が大幅に上
昇した．また，高瀬町を除けば，一定以上の作付面積のあ
る品目を複数有する町はほとんど存在しない．その点で，
高瀬町は三豊市における野菜栽培の中心地域といえる．

4.2　果樹・果実の動向
　 4.2.1　三豊地域全体の動向

三豊市は現在，自らを「フルーツ王国」と謳い，ビワ，
ブドウ，モモ，オリーブ，柑橘，キウイやイチゴなど，豊
富な果物を地域の魅力の一つとして発信している 5)．三豊
市は，地形や気候など自然条件が異なる 7 つの旧町が合
併してできた広大な地域であることから，それが「フルー
ツ王国」としての種類の豊富さを支える所以となっている
と考えられる．本項では，野菜と同様に果樹についても中
国四国農政局三豊統計・情報センター編（2006）および
中国四国農政局香川県統計情報事務所編（1994）の統計
を中心に，三豊市の果樹栽培の変遷を検討する．その際，
各旧町史・誌類を随時参考にして，情報を補足していきた
いと思う．

　図 6 は，現在の三豊市の範囲で全体の果樹の結果樹面積
を作目別に示したグラフである．一目でわかるように，期
間全体を通じて，突出しているのがミカンである．ただし，
三豊市域のミカンの結果樹面積は，1975 年の 1,697ha を
ピークに減少が続き，1990 年代に入ると落ち着いたもの
の，2004 年にはピーク時の 3 分の 1 に満たない 504ha
になった．ミカンを除く果樹に関しては，全体として結果
樹面積が 200ha 以上の作目は存在しない．1980 年代に
入り新しく栽培されるようになったキウイフルーツもそれ
ほど面積的には広がらなかった．三豊市域では様々な果樹
が栽培されているが，面積的には今でも温州ミカンが主力
である．
　次に，地域ごとのミカン栽培の変化を検討するために，
三豊市の範囲だけでなく，旧三豊郡の旧市町別の結果樹面
積の推移を図 7 に整理した．ミカンの栽培が盛んな地域は，
大野原，仁尾，高瀬の 3 町であった．1970 年代前半のピー
ク時に最も広い結果樹面積を持っていたのが大野原町（現
観音寺市）で，1975 年には 500ha を超えていた．仁尾
町は，ピーク時は 400ha と大野原町ほどではないが，減
少が他の地域と比べて緩やかであり，1980 年代の初めに
大野原町と逆転した．一方，豊浜町（現観音寺市）や詫間
町，三野町，豊中町はピーク時でも 100ha 前後にとどまっ
た．しかし，全体を見ると，すべての町でミカンの栽培が
おこなわれており，旧三豊郡内ではどこか特定の地域だけ

52

図 6　三豊市域の作目別結果樹面積の推移
出典：図 3 と同じ．



がミカン栽培を担っていたわけではないことも，このグラ
フから読み取れる．逆にいえば，後述するように，地域差
を無視した一律のミカン園の支援・拡大ともいえる．

     4.2.2　温州ミカン栽培の動向

ここまで見たように，1965 年以後の旧三豊郡における
果実の栽培は，（温州）ミカンが中心的であった．旧三豊
郡の温州ミカン栽培の歴史は，江戸期にさかのぼる古い歴
史を持つ（香川県農業史編纂委員会編 1977: 801-802)．
ただし，ここではミカン栽培が三豊全域で拡大する戦後の
動向を検討しておく．

1962 年と 63 年に，三豊市域のすべての町で，ミカン
を共通基幹作目とした農業構造改善事業が実施された（香
川県農林部園芸特産課編 1973: 18）．これによりミカン園
造成と同時に，集出荷施設，貯蔵施設等などの整備も拡張
され，たとえば仁尾町では，1961 年に県下で最初の大型
選果場が設置された（仁尾町誌編さん委員会 1984）．結
果樹面積はいずれの町でも 1960 年代から 70 年代前半に

急拡大した．香川県全体でみると，結果樹面積のピークは
1975 年である．三豊市の旧町でも，先の図に示されたよ
うに 1975 ～ 77 年が最大であり，ピークの時期にほぼ差
はない．

こうして拡大したミカン畑が，元々は米の作れない場
所をミカン畑として開墾したことには注意が必要である．
そのため三豊市の中でも平地の多い豊中町や三野町では，
拡大は限られた．一方，1965 年と 75 年の結果樹面積を
比較すると，山地の多い地域である財田町では三豊市域
で最大の 5.2 倍に，それに次ぐ山本町が 3.7 倍に増加した

（後掲の表 5 を参照）．ところが，気象的不良園は三豊市
域の他の町ではほとんど見られないものの，山本町と財田
町では 1973 年時点でもそれぞれ 20.0ha と 10.0ha と多
かった（香川県三豊農業改良普所三豊農業改良普及協議会 
1974: 50）．後になっても状況は変わらず，山本町と財田
町のミカン園については内陸に位置するため低温や日照不
足などに由来する果実の品質の問題に悩まされ（香川県農
林部 1980: 44），無理をしたミカン園の拡大だったことが
わかる．その結果，山本町と財田町では 1970 年代中頃に
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図 7　三豊郡のミカンの結果樹面積の推移
出典：図 3 と同じ．



結果樹面積がピークをつけてからから急に減少した．
先述したように 1970 年代に入るまでは，ミカン園の拡

大が奨励され，三豊のみならず全国で争うように開墾が進
み，生産過剰になった．そして，1972 年に全国的にミカ
ンの大豊作がおこると，ミカン価格が暴落し，生産調整
や摘果運動の末，1975 年以降はミカン樹の伐採・伐根・
転作等を行うことで適切な栽培面積を目指すこととなっ
た（香川県農業史編纂委員会編 1977: 811-812)．ただ，
1975 年から 78 年まで温州ミカン改植等促進緊急対策事
業が実施されたが，若木園の成園化などのせいで，それほ
ど減産は進まなかった（香川県農林部園芸特産課編 1983: 
23）．さらに需給均衡をはかるために，1979 年から 83
年まで温州みかん園転換促進事業が実施され，伐採，改植，
高接更新により他の作物への転換を促進した．

表 4 には，ミカン園が大幅に減少していった時期に該当
する 1983 年度から 90 年度に，現在の三豊市域において
実施された温州ミカンに関する国と香川県の主要な果樹振
興対策事業を整理した．1985 年度の事業では，伐採や伐
採・抜根・整地も大規模に実施され，特に財田町・山本町
では 19ha 以上と大規模な実施であった．

なお，表中の「高接」ぎとは，良い品種の穂木を取って
きて木に接ぐことである．ただ，活着し伸びるまでに，3・
4 年はかかるので，その間の生産はない．したがって，高
接ぎの目的は良質の品種に改良することであるが，結果的
に生産調整の役割も果たすことになる．また，新品種の改
植も植えてから 6 年目くらいから少しずつ実がなり始め，
普通に収穫できるようになるには 10 年はかかる．

     4.2.3　その他の果樹と各町の果樹栽培の動向

この主力果樹である温州ミカンを早生温州と普通温州
に 2 分してみよう．表には示していないが，香川県全体
でみると，早生温州は 1975 年の 1,580ha から 1992 年
の 828ha へとほぼ半減した．他方，普通温州は 1975 年
の 3,710ha から 1992 年の 987ha へと 4 分の 1 になった．
同様に，表 5 に示されるように，三豊市域の町に関して
も早生に比べて，普通温州の減り方が著しい．

温州ミカン以外の柑橘類，いわゆる中晩柑の動向につい
ても確認しておこう．ナツミカンは以前から一定の面積で
栽培がなされていた．一方で，ハッサク，イヨカン，ネー
ブルオレンジに関しては，三豊市域では従来ほとんど栽培
されていなかった．その後，温州ミカンの転作作物として
導入が試みられたものの，それほど栽培は進まなかった．
1995 年時点では，ナツミカンは三豊市域全体で 16ha の
うち高瀬町（6ha）が最大である．同様に 1995 年時点では，

ハッサク（32ha 中 12ha），イヨカン（60ha 中 19ha），ネー
ブルオレンジ（24ha 中 5ha）のいずれも高瀬町が最大で ,
中晩柑類は高瀬町を中心に導入された（中国四国農政局香
川統計情報事務所編 1998）．したがって，転作の水準は
最大の高瀬町においてさえこの程度にとどまった．先述し
たように財田町と山本町では地形的・気候的な制約から，
温州ミカンの品質が悪く，その対応策としてカキ，モモ，
ネーブル，ハッサクなどへの転換が計画されていた（香川
県農林部 1980: 44）．これも数字を見る限りは計画通りに
は進まなかったことがわかる． 

ミカンに次ぐ面積を誇る果樹はブドウである．ブドウは，
ミカンと異なり，平地ないし山寄りの平地で露地栽培ない
しハウス栽培されている．高瀬町や三野町では稲作転換事
業として導入が進み，高瀬町では 1974 年に結果樹面積を
増やすと，それ以降は 30ha 前後を維持した．

豊中町では，1950 年に養蚕の衰退にともない七宝山の
山麓の桑山地区にブドウが初めて導入された（香川県農林
部園芸特産課編 1983: 192）．最初はデラウェア・キャン
ベル種が導入され，1955 年にネオマスカットが導入され
たことにより本格的な増植が始まり，さらに 1965 年頃か
らネオマスカットのビニール被覆栽培が始まったことで
高収益を上げることになった（豊中町誌編纂委員会 1979: 
140），このように最初から新品種を積極的に導入し，香
川県下最大の産地に成長した．1978 年に結果樹面積が
100ha に達すると，ピークである 1982 年には 122ha
になった．ところが，それ以降は減少し，2004 年には
46ha にまで減った．この結果，高瀬町と豊中町の面積の
差は縮小した．ただ，ネオマスカットやマスカットベーリー
Ａなどは豊中町以外ではほとんど栽培されておらず，三豊
市では豊中町が積極的に新品種を導入するブドウ栽培の中
心地であることがよくわかる．ピオーネに関しては豊中町
と並んで高瀬町の結果樹面積も多い．

ブドウで，豊中町と高瀬町に結果樹面積で続くのが，三
野町であり 1970 年代半ばからブドウの結果樹面積が増え
ている．これは 1970 年以降，水田再編対策で，稲作転作
事業として山寄りの水田でヒロハンブルグ種のブドウが導
入され，この時期に収穫が可能になったためである（香川
県農林部 1980: 48）．

三豊地域のモモ栽培は，缶詰会社が苗木の無料配布を行
い，契約栽培を実施したために拡大し，1960 年ごろにピー
クに達した．ところが，直後の 1962 年頃に加工製品の不
振により，多くがミカン園に転換された．1972 年に高瀬
町麻地区で山林 28ha を開発しモモの集団産地が形成され
ると，栽培面積が再び増加した（香川県農林部園芸特産課
編 1983: 190）．
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表 4　温州ミカン関連の果樹振興対策事業（1983 ～ 1990 年度）

出典：香川県園芸特産課編（1993: 51-63）より作成．
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表 5　主要果樹の結果樹面積の推移（1965 ～ 2004 年）

出典：中国四国農政局三豊統計・情報センター編（2006），1975 から 90 年の早生・普通温州およびネオマスカットに
ついては，中国四国農政局香川県統計情報事務所編（1994）より作成．



その他，財田町ではカキがわずかに目立っている．財
田町では，大正時代から富有柿が植えられるようにり，「財
田富有がき」は紅が濃く，果肉のうまさで名を高くしたと
いわれている（新修財田町誌編纂委員会 1992: 572）．ミ
カンの価格暴落後は，カキ栽培の見直しが始まり，富有柿
以外の早生種も導入されるようになった．近年は，水田の
転作用に西条柿を導入したり，その他の新品種の導入にも
注力している（財田町誌編纂委員会編 2005: 112）．
　以上，本項では 1965 年から 2004 年にかけての三豊地
域の果樹栽培の推移を見てきた．あくまでも結果樹面積と
いう数字の面で見ると，三豊地域で栽培されてきた果樹は
抜きん出て温州ミカンが多い．そして，1970 年代半ばに
ミカン価格が暴落したのを機に，現在ミカンが特産物と
なっている仁尾町を除き，結果樹面積は激減していく．そ
の一方で，各町の様子を見ても，ミカン栽培を代替するよ
うな果物は，豊中町のブドウを除いて現れておらず，デー
タ上では各町の果樹栽培面積は減少の一途をたどってい
る．

5　おわりに

以上，統計類を中心に確認したように，三豊地域の多様
性は，野菜・果樹栽培の側面からも確認できた．

まず，部門別の農業粗生産額によれば，1970 年までは，
仁尾町と詫間町を除き，米が耕種の中では最大であった．
それが合併直前の 2004 年までには，米が耕種の最大の粗
生産額を占める町は三野町のみになり，ほとんどの町で野
菜が最大になった．この点では，合併直前には，農業の構
造は同じようになった．ただ，現在の観音寺市域の 1 市 2
町ではすでに 1980 年時点には野菜が耕種で最大の生産額
を占めるようになっていたように，三豊市域に先んじて米
からの転換が進んだ．香川県や現在の観音寺市域では，野
菜への特化が進んだ代わりに果樹への特化が進まなかっ
た . 一方，三豊市域では野菜栽培への特化はそれほどでは
ないが，果樹栽培の比率も高い．

このように野菜あるいは果樹栽培が耕種の中で最大に
なったものの，耕地を田，普通畑，樹園地に分けた場合，
1970 ～ 2004 年の間で，いずれの町でも田の面積はそれ
ほど減少しなかった．他方，多くの町では，田よりも畑や
樹園地の減少率が大きかった．その点で，野菜や果樹栽培
は面積的には衰退しつつあることがわかる．

野菜に関しては，早い時期に三豊地域が指定産地となっ
たタマネギ，キュウリ，レタスの 3 品は，かつては大規
模に栽培されていたものの，合併直前までに栽培面積は大
幅に減少した．特にタマネギの栽培面積の減少が著しい．

それでも，この 3 品は 2004 年時点でも三豊地域の主力
野菜であった．そして，ブロッコリーの栽培面積が合併直
前に急増した結果，野菜の中で最大の作付面積を占めるよ
うになった．

1960 年代後半から 70 年代初めにかけて，それまで作
付面積の少なかったハクサイ，キュウリ，ホウレンソウ，
キャベツなどが作付面積を増やしたように，この時期に野
菜の作目の多様化が進んだ．それ以降も，ニンニクやアス
パラガス，カリフラワーなどの導入が進み，一時期は生産
量を伸ばした．しかし，その後も栽培面積を維持できた作
目はごく少数にとどまる．その例外がブロッコリーである．
そして，ブロッコリーは三豊市域全体で栽培されているわ
けではなく，特定の地域で盛んであることには注意が必要
である．

2004 年時点では，豊中町が栽培面積の 8 割を占めたブ
ロッコリーを除くと，高瀬町がレタスの 5 割，タマネギ
の 4 割弱，キュウリの 4 割弱，キャベツの 8 割以上を占
めた . これが示すように，合併時点では高瀬町が三豊市域
における野菜栽培の中心であったといえる．

果樹栽培に関しては，1970 年代に入るまで全ての町で
温州ミカンの普及に努めたため，いずれの町でも広大なミ
カン園が開発された．平地が多い豊中と三野の 2 町では
拡大は限られた一方，山間地域を多く含む町では開発が進
んだ．特に山本町や財田町では，新たに資本を導入して温
州ミカンに向いていないような土地までミカン園化を推し
進めた．すなわち気候を考慮しない無理なミカン園の開発
もおこなわれた．その結果は，伐採や改植，あるいは廃園
化による急激な結果樹面積の減少であった．一方で，山本
町や財田町を含むすべての町で，温州ミカンを大規模に代
替する果樹や作物は現れなかった．また，他の果樹の結果
樹面積も 2004 年にはピーク時から大幅に減少しており，
更新がうまく進んでいないことがわかる． 

以上，本稿ではあくまでも主要品目の量的な推移を示し
たにすぎない．たとえば，果樹の面でいえば，山本町や財
田町のイチジクなど，数字上には表れにくい少量多品目の
果樹栽培に関しては，実態をつかみきれていない．財田町
では他にも果樹ではないが，木イチゴの一種であるボイセ
ンベリーという珍しい品種が栽培されている例もある．当
然ながらこの種の多様性は，統計からは把握できない．次
稿以降では，三豊市で少量ながらも栽培に取り組まれてい
る農作物にも目配りをしつつ，どのように生産，販売，加
工されているのかを明らかにしていきたい．
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注
1) https://www.maff.go.jp/chushi/seisan/yasaisanti/hyou/kagawa.

html(2022.8.7 最終閲覧 ).

2) なお，この「三豊」は，現在の三豊市の範囲より広い三豊郡の範囲，

すなわち観音寺市，高瀬町，山本町，三野町，大原野町，豊中町，

詫間町，仁尾町，豊浜町，財田町の範囲になる．また，三豊西

部が現在の観音寺市域，三豊東部が三豊市域に該当する．

3) 坂は，全国的な野菜生産・消費を分析し，ダイコンなどの生産の

減少の一因が漬物消費の減少にあるとしている（坂 2021: 40）．

4) 現在財田町でブロッコリーを栽培している農家に聞き取りしたと

ころでは，ブロッコリーに関しては畝のこしらえも，苗を植え

るのも，除草をするのも機械で簡単に済ますことができる点な

どを長所として挙げてくれた．なお，以前はニンニク栽培をし

ていたが，ブロッコリー栽培に比べて非常に重労働であったと

いう．

5)「みとよのみ」ホームページより（https://www.mitoyonomi.jp/）

(2022.8.7 最終閲覧 ).
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